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ＪＲ東海労働組合

ユニオン本部は誰に

責
任
を
持
っ
て
い
る
の
か
！

ユニオン本部は、ＪＲ東海労に対して「休日出勤解消」

の代案を示しているのかとケチ付けをしている。ハッ

キリとしていることは、２年間にわたり適正な要員を

確保しなかった責任は会社にある。さらに「休日出勤」

を前提に要員確保をしている会社の姿勢を変えなけれ

ば、例え労働組合から代案を示しても受け入れらない。

会社は拒否したが、ＪＲ東海労の主張をひとつ明らか

にすれば、駅への乗務員の異動を中止し、足らない乗

務員の要員を確保することである。ユニオン本部の代

案にこの案は見あたらないが一考してはどうか。

ユニオン本部の組織情報（No.410、412）で、「休日

勤務解消」は我がＪＲ東海ユニオンが責任を持って担

うと決意？を明らかにしている。この決意？をみれば、

さすが責任組合を自称するユニオン本部は頼もしいと

思われる･･･しかし、「休日出勤解消に向けて責任を持

って担う」ということは、「休日出勤」はまだ解消でき

ないからこれからも取り組んでいくと言っていること

である。つまり、ユニオン本部は現時点においても「休

日出勤」を認めていることになる。

ユニオン本部は誰に向かって「責任を持って」とい

う決意？を言っているのか？少しでも組合員に責任を

持っているのなら、これ以上の「休日出勤」は認めな

いとなるのがあたりまえの労働組合だと思うが･･･


